
 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 盛岡市猪去橋場72 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 18 社（原木供給／4 社、製材／7 社、建材流通／2 社、プレカ
ット／1社、設計／2社、施工／2社） 価格帯 1,200～1,500万円 

代表者名 舘澤良光（株式会社舘功工務店代表取締役） 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等 ・快適住宅セミナー(年 1回) 
(耐震補強、オール電化、太陽光発電など) 

価格に含まれない 
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
舘澤良光 
[メール] info@tateko.co.jp 
[電話] 019-659-2200 [ＦＡＸ] 019-659-2308 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www.tateko.co.jp   

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
構造の安定性にこだわった家づくり 
●住宅で最も重要な部分は基礎です。形状はベタ基礎が基本となります。（ベ
タ基礎とは、建物地盤全体に鉄筋を配筋し、コンクリートを流し込んで造
ります。この鉄筋コンクリート面全体で建物を支える構造になっているた
め地震や台風に強く、また、地面をコンクリートで覆うので白蟻や湿気を
防ぐ効果があります。） 

●壁の全体にダイライトを張ります。木造軸組工法と壁パネル工法の長所を
融合させた地震や台風、火災に強い工法です。 
 
冬は暖かく、夏は涼しい住まいづくり 
●高断熱、高気密により冬は暖かく、夏は涼しい住宅です。 

 107
岩手復興住宅応援団 
岩手県内全域 
[グループの特徴とメッセージ] 
●岩手の気候風土に合った住宅を建築します。 
●その為には、岩手県産材を多く使い、地域で製材、プレカットなどの加工をして、 
できるだけＣＯ２削減に貢献しつつ良質で価格を抑えた木造軸組工法の住宅が一番だと考えます。 

●長期にわたって利用できる基本性能を備えた「長期優良住宅」の性能を基本として、 
耐震性に優れ将来の増改築にも柔軟に対応できる成長可能な構造とし、 
省エネルギーで健康、快適に住むことができるように「人と地球にやさしい住宅」を建築します。 

岩手県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。


